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【緒言】原料粉末の粒径の制御は，溶射法において，所望の膜の機械・電気特性を得るために重要である 1,2).一方，

我々が提案する酸化物フレームデポジション法は，長径が 50 µｍ,短径が 20 µm 程度のアスペクト比がある金属イ

オンを担持した金属-エチレンジアミン四酢酸(EDTA)錯体粉末を H2-O2 燃焼炎中に導入し，金属 EDTA 錯体の分

解・酸化プロセスより金属酸化物膜の高速堆積ができる 3).金属 EDTA 錯体原料の粒径を制御すると，本手法にお

いても同様の効果が期待できる.本研究では，異なる粉砕技術を用いて粒径と粒度分布が異なる Y-EDTA 錯体粉末

を数種類準備し，得られる金属酸化物膜の評価と比較・検討を行った. 

【実験方法】Y-EDTA・H 錯体原料 (中部キレスト製 )を出発原料とし

た.Y-EDTA・H 錯体原料に対して，①②家庭用ミル器(粉砕時間：30，60s)，

③④乳鉢粉砕(乾式と湿式)，⑤ボールミルや⑥ハンマーミル，これら①-⑥の

粉砕処理をそれぞれ行った.比較材料として，未粉砕の原料も準備した.これら

計 7 種類の原料,それぞれを粉体供給装置(5MPE: Sulzer Metco)に挿入し，N2を

キャリアガスとしてスプレーガン(6P-Ⅱ:Sulzer Metco)へ搬送，H2-O2混合フレ

ーム中に導入，ブラスト処理した SUS304 基板上に同実験条件下で金属酸化物

膜を堆積させた.各 EDTA 原料の粒度分布を粒度分析計（MT-3300：日機装），

作製した金属酸化物膜の結晶構造を X 線回折(XRD)(Ultima IV：Rigaku)を用

いて評価した.各試料の形態観察を走査型電子顕微鏡(SEM)，元素分布をエネ

ルギー分散型 X 線分析(EDX)装置により調査した.SEM 像の固相膜厚と分布

を解析ソフト(image J)で調査，膜中の 2 次元気孔率を算出した. 

【結果と考察】乳鉢粉砕(湿式)とボールミル処理した Y-EDTA 錯体を用いた場

合，粉体供給装置内で原料が流動せず，製膜できなかった.一方，その他の粉砕法と未粉砕の原料の場合は,SUS 基

板上に白色の堆積物を確認した.得られた白色の堆積物は，Y2O3結晶(ICDD card no. 01-089-5592)に帰属できた. 図

1 に(a)未粉砕原料と(b)ハンマーミル粉砕した原料をそれぞれ用いて，作製した Y2O3膜の断面 2 次元マッピング像

を示す.SUS基板上にY原子のカウントを確認した.画像解析の結果,ハンマーミル粉砕原料由来のY2O3膜は,未粉砕

原料由来の Y2O3膜と比較して, 平均膜厚が 8.0 µm から 9.6 µm と増加し，膜中の 2 次元気孔率が 31％から 22％に

減少した.他の粉砕法により得た Y2O3膜の膜厚と 2 次元気孔率との比較・検討結果は,当日,詳細に報告する. 
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図 1. 各粉砕法により粉砕した
Y-EDTA:H 原料から作製した
SUS 基板上の膜の断面マッピン
グ像，(a)未粉砕原料および(b)ハ
ンマーミル粉砕した原料. 
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